
只見町 認定こども園
住民懇談会

日時：令和６年７月１７日（水）

午後６時～７時３０分

場所：朝日公民館 ２階ホール

只見町教育委員会

只見町保育所



① ３地区保育所の現状と課題について



（１）出生数の減少による人口減少の加速

２０１５年までは１００万人を超えていた日本の年間出生数も、コロナ禍を経て人口減少が加速し、
厚生労働省の発表によると２０２３年の出生数は７５万８６３１人で過去最少となりました。
只見町も人口・出生数が年々減少しています。

過去５年間の只見町の人口と年間出生数の推移 （人）

現状では、令和６年度の只見町の年間出生数は１桁となる見込みです。
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

人 口

（各年 １月 １日現在 ）

４，２２５ ４，１５５ ４，０５６ ３，９０２ ３，８１０

年 間 出 生 数 ２２ ２４ １６ １９ ９



保育所に入所している園児数

令和６年度の３保育所の入所園児数は下記のとおりです。

３地区保育所の年令別入所園児数（令和６年４月１日 現在） （人）
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保 育 所 名 満１歳児 満２歳児 満３歳児 満４歳児 満５歳児 合 計

只 見 保 育 所 ７ ３ １１ ６ ７ ３４

朝 日 保 育 所 ５ ５ ５ ９ ８ ３２

明 和 保 育 所 ４ ５ ３ ７ ３ ２２

合 計 １６ １３ １９ ２２ １８ ８８



令和７年度中の入所見込園児数は？

令和７年度の３地区の保育所の入所見込園児数は下記のとおりです

３地区保育所の入所見込園児数（令和６年７月１７日現在） （人）

保育所全体の入所見込数は、令和６年度より７名減少する見込みとなっています。 5

保 育 所 名 満１歳児 満２歳児 満３歳児 満４歳児 満５歳児 合 計

只 見 保 育 所 ４ ８ ３ １１ ５ ３１

朝 日 保 育 所 ５ ４ ６ ４ １０ ２９

明 和 保 育 所 ０ ５ ５ ４ ７ ２１

合 計 ９ １７ １４ １９ ２２ ８１



この状況が続いていくと、
集団教育・保育が難しくなってしまう！

集団教育・保育の良いところは？
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〇子ども同士の関わりが増え、人間関係が築かれる

〇協力する楽しさや気持ちを共感し仲間の良さを知る

〇友達の姿が刺激となり頑張りや努力をしようとする

集団教育・保育の良いところ
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（２）保育施設の老朽化

名 称 只見保育所 朝日保育所 明和保育所

定 員 ６０名 ６０名 ６０名

建築年度 昭和５９年度 昭和５７年度 昭和５４年度

敷地面積 3,968㎡ 3,878.26㎡ 3,122.68㎡

延床面積 737㎡ 629㎡ 585㎡

構 造
鉄筋コンクリート造

平屋建
鉄筋コンクリート造

平屋建
鉄筋コンクリート造

平屋建 8

【３保育所の状況】

３地区の保育所は、それぞれが建築から４０年以上経過しています。
また、建設時は３歳児以上の保育を想定した施設で設計しており、乳児・幼児（０～２歳）
の保育を想定した施設とはなっていません。



（３）保育サービスを充実させるために

年 齢 子どもの数

１歳児 ６

２歳児 ６

３歳児 １５

４歳児 ２５

５歳児 ２５
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国で定める子どもの年齢に対して配置しなければならない人員は、年度当初は確保
できていますが、年度途中に園児数が増加した場合や、延長保育・一時預かり等の保育
サービスを行う場合には必ずしも十分ではないという現状があります。

保育士1人が保育できる子どもの数 （人） 令和６年度 ３保育所の職員数 （人）

只見 朝日 明和 合計

保育士 ６ ６ ５ １７

支援員 ０ ２ １ ３

【児童福祉施設最低基準より】



（４）幼児教育・保育の質の向上

２０１５年から「子ども・子育て支援新制度」がスタートしたことにより、保育を必要とする
すべての家庭が利用できる支援（「量の確保」）に加え、２０２３年に施行された「こども基
本法」により子どもたちがより豊かに育っていける支援（「教育・保育の質の向上」）がさらに
求められています。

10



保育所の現状と課題 まとめ

（１）少子化による園児数の減少

（２）保育施設の老朽化

（３）保育サービスの充実

（４）幼児教育・保育の質の向上
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「只見町認定こども園に関する専門委員会」で検討を重ね認定こども園を
開園するという結論に至りました！

これらの課題を解決するため



②認定こども園になると何が変わる？



どんな「認定こども園」になるの？

通園等も考慮し、只見町の中央に位置する「朝日保育所」を教育・保育のどちらにも対応
する「幼保連携型認定こども園」へ移行する予定です。

朝日保育所の施設改修を行い、令和７年度から町内の全ての満３歳以上児と朝日地区の
満１歳児～満２歳児を受け入れます。

「只見保育所」「明和保育所」については、満１歳児～満２歳児までの保育を行う保育所とし
て継続します。
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「幼保連携型認定こども園」とは？
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只見町幼保連携型認定こども園の基本理念

ユネスコエコパークに認定された、豪雪が育んだ自然と生活・文化を生かしながら、思いやり
と豊かな心生きる力を備えたたくましい子どもを育むために次の目標を掲げます。
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たくましく
思いやりのある

豊かな心

自ら進んで
じっくりと

考える力

五感で感じ
進んで行動する

健康な体



令和７年度に朝日保育所を認定こども園として
開園した場合の園児数

各保育施設の入所予定数 （人）
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施設名 満１歳児 満２歳児 満３歳児 満４歳児 満５歳児 合 計

只見認定こども園
（旧朝日保育所）

５ ４ １４ １９ ２２ ６４

只見保育所 ４ ８ １２

明和保育所 ０ ５ ５



こども園の良いところ

〇満３歳以上児であれば保護者の就労状況に関係なく、利用が可能

〇教育と保育を一体的に提供

〇子育て相談などの子育て支援機能が充実

また、上記に加え家庭や地域・学校が一体となって連携して、

子どもたちが健やかに成長できる環境づくりを目指します！

17



こども園の利用について

〇１号認定・・・保護者の就労にかかわらず教育・保育を希望する満３歳以上の幼児
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教育・保育を利用する子どもについては３つの認定区分を設けています

〇２号認定・・・保護者が就労等をしている満３歳以上の幼児

〇３号認定・・・保護者が就労等をしている満１歳から満２歳までの幼児

２号認定・３号認定（保育認定）は、保護者の就労時間等によりさらに「保育標準時間」と
「保育短時間」に区分されます。

保育標準時間・・・１日最大１１時間までの利用が可能です
保育短時間 ・・・１日最大８時間までの利用が可能です



こども園での１日の生活
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7:30 順次登園
健康観察

所持品の整頓
自由遊び

延長保育

8:30
順次登園
健康観察

所持品の整頓

9:00 園バス到着（只見・明和方面）

9：15 片づけ 朝のお集まり

9:30 幼児教育

11:30 片づけ 給食準備 給食

13:00 午睡準備 降園準備

1３:15 午睡 降園

15:00 おやつ

16:00
順次降園 合同保育

18:30

7:30

順次登園
健康観察

所持品の整頓
自由遊び

9:15
片づけ

朝のお集まり
おやつ

9:30 クラス活動

11:00 片づけ 給食準備

11:30 給食

13:00 午睡

15:00 起床

15:15 おやつ

16:00
順次降園 合同保育

18:30

☆３歳未満児

（３号認定）

☆３歳以上児

（２号認定） （１号認定）

※この表は大まかな１日の流れ（目安）です



こども園のニーズ（アンケート集計結果）について

令和５年度、子ども子育て支援事業計画のためのニーズ調査の中で、就学前児童のいる町内の
保護者８５世帯を対象にアンケートを実施しました。→４７世帯から回収（回収率：５５％）

〇認定こども園を利用したいと思いますか？

・認定こども園を利用したい・・・・89.4％（４２票）

・利用したいと思わない ・・・・・・・6.4％（３票）

・町外の幼稚園を利用したい・・・2.1％（１票）

・その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2.1％（１票）
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認定こども園を利用したい, 89.4%

利用したいと思わない, 

6.4%

町外の幼稚園を利

用したい, 2.1%

その他, 2.1%

不明, 0.0%



〇認定こども園を利用したい理由は何ですか？（複数回答可）

利用したいと答えた４２名のうち３１名が「幼児教育が受けられるから」と答え73.8％と最も
高く、次いで２５名が「集団が維持できるから」59.5％、２２名が「子育て支援制度が利用す
しやすくなるから」52.4％となっています。
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2.4%

2.4%

38.1%

59.5%

73.8%

52.4%

不明

その他

保育サービスの質の向上

集団が維持できるから

幼児教育が受けられるから

子育て支援制度が利用しやすくなるから

（保護者同士の交流の場、育児相談、一時預かりなど）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%



〇認定こども園を利用したくない理由は何ですか？（複数回答可）

利用したくない理由については、利用したくないと答えた該当者３名のうち２名が「従来の
保育所のままがいい」と答え66.7％と最も高く、次いで「幼児教育の必要性を感じない」
「認定こども園がわからない」が各１名ずつで同率で33.3％となっています。
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0.0%

0.0%

33.3%

33.3%

66.7%

不明

その他

認定こども園がわからない

幼児教育の必要性を感じない

従来の保育所のままでよい

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%



③認定こども園にはどうやって通うの？



こども園への通園方法について

朝日地区に在住している園児は、これまでと同じく保護者の方に送迎をして
いただきますが、只見・明和地区在住の満３歳以上児の保護者は希望によ
り下記のどちらかを選んでいただきます。

（１）保護者の方で、こども園（朝日）まで送迎

（２）町の通園バス（無料）を利用
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通園バスについて

 幼児専用車２台により、只見保育所・明和保育所を発着場として通園
バスを運行予定です。保護者の方には、各地区の保育所までは園児
を送迎していただきます。

 通園バスの運行時は、運転手のほか最低１名以上の保育士等が
同乗し園児の安全確認を行います。
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運 行 区 間 出発時間 到着時間

只見保育所 発 → こども園 着 8:40 8:55

こども園 発 → 只見保育所 着 16:00 16:15

明和保育所 発 → こども園 着 8:40 8:55

こども園 発 → 明和保育所 着 16:00 16:15



町で購入する通園バスについて
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園外活動にも利用するため
幼児３９人乗りを只見・明和
方面用として２台購入します



④今後のスケジュールについて



認定こども園移行に関する今後のスケジュール

７月

施設改修工事

こども園
名称募集

子ども子育て
講演会

認定こども園
入園募集
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８月 ９月

21日
（土）

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

会場：只見公民館（予定）

令
和
7
年
４
月

開
園
予
定



こども園に関するQ＆A



Q２．現在、只見地区に住んでおり、満２歳と満５歳の兄弟がいます。

兄弟一緒に保育をして欲しいので、２人ともこども園での保育を

お願いしたいのですが可能ですか？

A２．現在の施設は、保育室の面積が限られている為、満３歳未満児は

兄弟姉妹がいる場合でも各地区での保育となります。

Q１．保育所からこども園に変わった事で、費用負担がこれまで

より増えますか？

A１．個人が利用する文具・教材費や延長保育料はこれまでどおり

負担をお願いしますが、現在より費用負担が増える事は無く、

保育料や給食費についてはこれまでと同様に町で負担します。
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Q３．こども園になると、学校のような「勉強」を行うのですか？

A３．こども園では、「小学校に入学するまでに身につけて欲しい事」を

念頭に園児の発達支援や学びの体験を行う事で、きまりを守る

事や、自分の思いを伝える力等を身につける教育に努め、

小学校への円滑な接続を目指します。

文字や数などについては、普段の生活や遊びの中で、子ども達の

興味や関心に沿って取り入れたいと考えております。
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